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尾
崎
行
雄
や
そ
の
後
援
会
組
織
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
は
、
「
尾
崎行雄の選挙」「号堂尾崎行雄」「人物叢書尾崎征鵬」など
の
優
れ
た
著
作
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
ほ
ぼ
尾
崎
行
雄
側
か
ら
の
視
点
に
よ
り
、
尾
崎
の
国
会
で
の
演
説
、
政
策
や
所
属
政
党
に
お
け
る
行
動
な
ど
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
尾
崎
行
雄
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
憲
政
史
上
に
お
い
て
最
も
長
く
議
員
を
務
め
た
人
物
で
、
「
憲
政
の
神
様
」
と
称
さ
れ
た
よ
う
な
政
治
理
念
に
共
鳴
で
き
る
部
分
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
豐
堂
会
」
と
い
う
強
力
な
後
援
会
が
あ
り
、
坂
上
順
夫
「
尾
崎
行
雄
の
選
挙
」
は
号
堂
会
式
理
想
選
挙
に
主
軸
を
据
え
た
労
作
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
尾
崎
を
支
え
た
豐
堂
会
と
い
う
存
在
が
初
め
て
確
認
さ
れ
る
の
は
大
正
法
政
史
学
第
七
十
号
研
究
ノ
ー
ト
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
は
じ
め
に
ｌ
好
友
会
の
盛
衰
Ｉ
四
年
と
な
る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
衆
議
院
議
員
を
務
め
た
尼
崎
に
と
っ
て
、
豐
堂
会
は
大
正
期
か
ら
晩
年
に
か
け
て
の
後
援
会
組
織
と一一一一Ⅱえる。
で
は
、
川
治
期
の
尾
崎
に
は
等
堂
会
に
類
す
る
よ
う
な
後
援
会
組
織
が
存
在
せ
ず
、
強
固
な
地
盤
も
な
く
選
挙
に
挑
み
続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く
考
え
ら
れ
ず
、
明
治
期
に
お
い
て
も
尾
崎
に
は
強
力
な
後
援
会
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
好
友
会
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
成
立
や
解
散
の
過
程
は
お
ろ
か
「
好
友
会
」
と
い
う
名
称
で
さ
え
、
前
記
三
冊
を
始
め
と
す
る
先
行
研
究
は
もとより、「尾崎行雄全集」「尾崎等堂金製」にすら見受け
られない。筆者は、拙稿「森本確也宛尾崎行雄書簡紹介」
「明治期における尾崎行雄の選挙（里」において好友会を
初
め
て
取
り
上
げ
た
も
の
の
、
そ
れ
は
間
接
的
な
紹
介
に
過
ぎ
ず
、
渡
辺
穣
五
○
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（
二
第
一
・
二
回
総
選
挙
第
一
回
総
選
挙
の
時
期
で
は
、
ま
だ
「
好
友
会
」
と
い
う
名
称
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
初
の
総
選
挙
と
な
る
明
治
一
一
三
年
に
向
か
う
よ
う
な
形
で
、
度
会
郡
や
そ
の
周
辺
で
の
政
桁
組
織
結
成
が
活
発
（４）
となる。第一回総選挙を見据えた組織化は、投函示日が近づ
く
に
随
っ
て
、
改
進
党
派
と
自
由
党
系
愛
国
公
党
派
・
大
川
派
に
分
（５）
裂
を
始
め
る
。
そ
し
て
愛
国
公
党
派
と
大
同
派
が
候
補
者
選
定
に
行
き
詰
ま
り
、
改
進
派
の
候
補
者
を
支
援
す
る
に
至
っ
た
。
尾
崎
は
容
（６）
易
な
当
選
で
あ
っ
た
こ
と
を
自
伝
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
愛
国
公
党
派
・
大
同
派
が
組
織
と
し
て
未
熟
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
尾
全
貌
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
号
堂
会
発
足
の
約
二
○
年
前
か
ら
存
在
し
た
好
友
会
と
い
う
組
織
に
主
軸
を
置
き
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
盛
衰
し
、
ま
た
尾
崎
や
三
重
県
に
と
っ
て
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
か
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
の
選
挙
区
は
三
重
県
第
五
区
（
小
選
挙
区
制
）
で
あ
り
、
度
会
・
志
摩
・
南
北
牟
婁
の
南
勢
凹
郡
を
範
囲とした。第五区はいわゆる「二人区」である。明治一一一五
年
の
第
七
回
総
選
挙
か
ら
は
、
郡
部
選
挙
区
（
定
員
七
人
、
大
選
挙
区
制
）
と
な
る
。
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
好
友
会
の
発
足
崎
派
と
も
言
う
べ
き
改
進
党
系
支
援
組
織
の
萌
芽
が
大
き
な
原
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
機
運
を
受
け
、
第
一
回
総
選
挙
の
後
に
第
五
（７）
区
で
政
治
結
社
が
図
ら
れ
た
。
名
称
は
附
せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
中
心
人
物
に
後
述
す
る
森
本
確
也
や
□
井
清
栄
門
な
ど
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
好
友
会
の
原
型
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
尾
崎
が
三
重
県
第
五
区
を
立
脚
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
父
・
尾
崎
行
正
の
薦
め
と
さ
れ
て
い
る
。
自
伝
で
も
「
父
は
三
重
県
で
役
人
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
殖
産
事
業
に
熱
心
で
、
県
内
の
各
地
を
歩
い
て
、
有
志
の
家
な
ど
に
泊
り
、
方
方
に
知
合
が
多
か
（８）
っ
た
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
実
際
に
、
行
正
は
明
治
一
七
年
に
成
徳
社
と
い
う
組
織
を
設
立
す
る
な
ど
、
度
会
郡
で
の
養
蚕
や
茶
を
中
心
と
し
た
殖
産
興
業
に
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
徳
育
や
殖
産
興
業
へ
の
寄
与
だ
け
で
、
地
盤
が
構
成
で
き
る
と
は
考
え
づ
ら
い
。
恐
ら
く
、
行
正
に
は
何
ら
か
の
政
治
的
影
響
力
が
あ
っ
た
も
の
（９）
と推測される、
明
治
二
五
年
に
行
わ
れ
た
第
二
回
総
選
挙
は
、
政
府
に
よ
る
選
挙
干
渉
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
尾
崎
も
、
伝
で
辛
酸
し
た
こ
と
を
述
べ
（Ⅲ）
て
い
る
。
た
だ
し
、
図
１
②
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
第
五
区
に
は
吏
党
候
補
が
居
ら
ず
、
過
度
な
干
渉
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
尾
崎
へ
の
選
挙
活
動
妨
害
は
、
官
憲
よ
り
も
地
価
修
正
問
題
に
よ
り
対
抗していた自由党側であった。第二回総選挙での特性は、
五
一
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（
二
）
好
友
会
の
構
成
好
友
会
と
は
、
尾
崎
の
中
核
地
盤
た
る
度
会
郡
や
、
そ
の
首
邑
で
あ
る
宇
治
山
田
町
を
拠
点
と
し
た
、
改
進
党
系
（
後
に
進
歩
党
、
憲
政
本
党
）
の
尾
崎
支
援
組
織
で
あ
る
。
第
一
部
が
宇
治
山
田
町
と
隣
接
す
る
伊
勢
湾
沿
海
地
区
町
村
、
第
二
部
が
宮
川
を
越
え
た
小
俣
村・城田村・外城田周辺・田丸町などの北西地馳、第三部
は
熊
野
灘
に
面
し
た
南
島
地
域
、
第
四
部
は
北
牟
婁
郡
に
近
い
大
内
（過）
山
村
な
ど
の
山
地
帯
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
そのような好友会を率いる領袖は白井清蝋剛であった。
（Ⅳ）
〈
口
わ
せ
て
、
同
じ
五
区
内
の
士
心
摩
郡
に
居
住
す
る
森
本
確
也
を
客
員
選挙干渉よりも、むしろ支援組織確立にあったと一一一一口える。
自
由
党
側
は
、
宇
治
山
田
の
高
木
貞
太
郎
と
、
南
牟
婁
郡
の
竹
原
蝋屯が提携に馴鮒を来たし、揃って尾崎に屈した・自由党
候
補
者
を
押
さ
え
る
に
至
っ
た
原
因
は
、
組
織
力
の
差
で
も
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
尾
崎
派
の
支
援
組
織
確
立
は
、
県
会
や
宇
治
山
田
町
会
へ
も
影
響
を
与
え
た
。
総
選
挙
終
了
直
後
に
行
わ
れ
た
二
月
二
五
日
の
県
会
選
挙
で
は
度
会
郡
選
出
四
名
中
の
三
名
が
［
図
２
］
、
一一一月二一一一日の宇治山田町会選挙では一六名中の一一名が尾
（、）
崎
派
で
占
め
ら
れ
た
。
尾
崎
派
の
進
展
は
、
つ
い
に
正
式
な
支
援
組
〈週）
識
で
あ
る
好
友
△
君
を
四
月
一
七
日
に
誕
生
さ
せ
た
。
法
政
史
学
第
七
十
号
顧
問
格
と
い
っ
た
扱
い
で
推
戴
し
て
い
る
。
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄書簡」恥別に脳、宛者が森本・白井を含めて八名も記載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
好
友
会
の
枢
要
構
成
員
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
氏
名
・
職
業
は
、
白
井
（
三
重
銀
行
頭
取
）
・
山
羽
九
郎
兵
衛
（一二重銀行取締役）・森本（一一一重銀行取締役）・辻村弥八
（
三
重
銀
行
の
傘
下
に
あ
っ
た
度
会
商
工
銀
行
頭
取
）
・
伊
藤
丈
吉
（神官皇學館教授）・尾崎二典［呉峰］（弁護士）・船越揖
吾（弁護士）・浅沼直（弁護士）、と座秘・森本を除いた全
員が宇治山田町在住で、職業も一一一重銀行関係の実業家と弁
護
士
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
明
治
期
の
尾
崎
は
、
こ
の
よ
う
な
第
一
部
好
友
会
枢
要
メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
伊
勢
神
宮
門
前
町
で
三
重
県
下
で
も
有
数
な
人
口
を
誇
る
宇
治
山
川
の
金
融
関
係
者
と
弁
護
士
な
ど
に
選
挙
を
支
え
ら
れ
た
と
一
言
え
る
。
なお、一部好友会枢要メンバーとしては、吉沢璽脳・浜
田風榔・佐伯市九脱・杉木斉乙雌なども挙げることができ
る
。
同
じ
一
部
で
も
、
宇
治
山
田
町
以
外
の
沿
海
地
区
で
は
、
例
え
ば大湊町長の山中腱惚がいるものの、どちらかと言えば中
枢から外れている。一一一部は、選挙民も少なく有名無実に近
い
。
四
部
は
、
有
権
者
の
少
な
い
山
村
な
が
ら
山
林
地
主
が
存
在
し、大内山村の乾逸丸肥が実質的な代表である。一部に次
五
一
一
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第
三
・
四
Ｍ
総
選
挙
明
治
二
七
年
に
行
わ
れ
た
第
三
回
総
選
挙
は
、
尾
崎
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
今
ま
で
の
選
挙
戦
の
巾
で
最
も
苦
し
い
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
（、）
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
慶
応
義
塾
の
先
輩
・
恩
師
で
（犯）
あ
っ
た
門
野
幾
之
進
が
、
、
川
党
側
か
ら
対
立
候
補
と
し
て
出
馬
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
。
神
奈
川
県
津
久
井
郡
生
誕
・
下
級
士
族
子
息
の
尾
崎
に
対
し
、
門
野
は
五
区
内
の
志
摩
郡
鳥
羽
町
出
身
で
、
家
老
職
の
家
柄
を
も
有
す
る
。
そ
の
鳥
羽
に
位
慨
す
る
Ⅲ
答
志
郡
は、同じく鳥羽出身である栗原葹翅の影響下にあり、、由
党勢力が強い場所でもあった。
し
か
し
、
第
三
回
総
選
挙
の
特
性
は
、
自
由
党
と
の
関
係
悪
化
が
要因であったと一一一一口える。明治二六年山口に集会及政社法が
ぐ
組
織
力
を
有
す
る
の
が
二
部
で
あ
り
、
有
権
者
数
で
は
一
部
を
凌
い
で
い
る
。
田
丸
町
喜
多
正
兵
衛
・
城
川
村
高
瀬
章
二
・
小
俣
村
野
門
巽
之
助
な
ど
を
代
表
格
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
二
部
主
要
構
成
員
は
、
度
会
郡
茶
業
組
合
に
属
し
て
お
り
、
養
蚕
や
茶
へ
の
殖
産
に
深
く
関
係
し
た
行
正
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
実
際
に
、
高
瀬
は
行
正
宅
の
近
傍
に
居
住
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
尾
崎と行正とのパイプ役に任じていた節がん秘。
法
政
史
学
第
七
十
号
二
好
友
会
の
進
展
改
正
さ
れ
、
地
方
支
部
の
設
置
が
政
党
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
組
織
の
進
展
や
活
発
化
し
た
党
員
活
動
は
、
政
策
の
違
い
と
も
合
わ
せ
て
岡
山
党
と
の
関
係
悪
化
に
繋
が
っ
た
。
そ
れ
は
第
五
区
で
も
顕
在
化
し
、
改
進
党
・
自
由
党
の
双
方
が
「
二
人
区
独
占
」
を
企
図
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
尾
崎
へ
の
揺
さ
ぶ
り
も
あ
り
、
門
野
の
出
馬
に
結
実
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
尾
崎
は
森
本
へ
の
改
進
党
入
党
・
出
馬
を
打診し、了解された。自由党側も、門野の他に奥野市九胴
を
出
馬
さ
せ
た
。
好
友
会
に
対
抗
す
る
、
川
党
側
の
組
織
は
「
正
義
会
」
で
あ
り
、
栗
原
の
意
を
体
す
る
杉
木
斉
之
肋
が
領
袖
の
地
位
に
あ
っ
た
。
第
三
Ⅲ
総
選
挙
と
は
、
「
恩
師
の
出
馬
で
悩
む
尾
崎
」
と
い
っ
た
単
純
さ
で
は
な
く
、
「
好
友
会
と
正
義
会
の
本
格
的
な
激
し
い
選
挙
戦
」
が
大
き
な
特
性
で
あ
っ
た
。
自
由
党
側
は
「
、
川
改
進
そ
れ
ぞ
れ
一
名
」
と
の
妥
協
を
提
案
し
（、）
た
が
、
尾
崎
に
一
蹴
さ
れ
た
。
詳
細
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
選
挙
戦
は
尾
崎
に
有
利
な
状
態
が
濃
厚
と
な
り
、
焦
点
は
二
位
当
選
を
巡
る
「
森
本
と
門
野
の
一
騎
打
ち
」
に
推
移
し
た
。
結
果
と
し
て
森
本
が
僅
差
で
逃
げ
切
り
［
Ｍ
１
③
］
、
第
五
区
は
改
進
党
の
牙
城
と
な
っ
た
。
続
く
皿
会
選
挙
で
も
度
会
郡
区
は
二
名
と
も
好
友
会
で
占
め
ら
れ
［
図
２
］
、
こ
こ
に
正
義
会
の
一
方
的
な
敗
北
が
確
定
さ
れ
た。
五
四
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第
五
・
六
回
総
選
挙
と
憲
政
党
合
川
明
治
二
九
年
一
一
一
月
に
改
進
党
は
進
歩
党
へ
と
発
展
的
解
消
を
遂
げ、明治一一一一年一一一月には進歩党として臨む第五Ⅲ総選挙が
行
わ
れ
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
尾
崎
と
森
本
は
実
質
的
に
進
歩
党
三
重
県
支
部
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
ｎ
身
の
立
脚
す
る
第
五
区
の
み
な
ら
ず
、
以
内
全
域
で
の
進
歩
党
勢
力
拡
張
に
ま
で
手
を
拡
げ
ていた。例えば、対抗馬のいなくなった木村誓九躯を第二
第
三
回
総
選
挙
後
に
開
か
れ
た
第
六
議
会
は
、
外
交
問
題
で
政
府
民
党
間
の
激
し
い
攻
防
と
な
り
、
伊
藤
博
文
内
閣
は
議
会
を
解
散
し
た
。
し
か
し
、
八
川
一
Ⅱ
に
清
川
へ
宣
戦
布
告
し
た
た
め
政
争
は
中
断
さ
れ
、
挙
川
一
致
体
制
に
移
行
し
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
、
第
Ⅲ
回
総
選
挙
は
平
穏
無
事
に
終
了
し
、
第
五
区
で
も
前
回
の
よ
う
な
激
し
い
選
挙
戦
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
第
Ⅲ
Ⅲ
総
選
挙
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
尾
崎
の
帰
県
が
確
認
で
き
な
い
。
確
か
に
、
政
争
の
な
い
緩
や
か
な
選
挙
戦
で
こ
そ
あ
っ
た
が
、
対
抗
す
べ
き
向
由
党
の
側
に
熱
意
が
な
か
っ
た
こ
と
も
蛎
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
尾
崎
側
か
ら
見
れ
ば
、
対
自
由
党
戦
を
完
全
に
征
し
、
帰
県
し
な
く
と
も
当
選
可
能
な
ほ
ど
の
地
盤
確
立
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
森
本
と
臼
井
以
下
の
好
友
会
に
地
盤
を
依
拠
す
る
態
勢
が
完
全
に
確
立
されたとも一一一一Ⅱえよう。
明
治
期
に
お
け
る
尼
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
〈
渡
辺
）
区へ移し、向山党の鈴木五熱と争わせ、そして空いた第一一一
区へ和波久十郎を立候補させたりして乢秘［図３⑤］。特
に、大石ｆ皿の「第川区婿入り」を積極的に支援する姿勢
〈妬）
が読み取れる。ただし、第川・兀川総選挙を契機として、
尾
崎
は
自
ら
の
地
盤
に
対
す
る
積
極
的
な
行
動
が
少
な
く
な
り
、
大
石
の
第
川
Ⅸ
対
策
な
ど
も
、
森
本
や
、
外
以
下
の
灯
友
会
風
が
第
五
区
対
策
を
放
満
し
た
よ
う
な
状
態
で
減
動
し
て
い
る
。
な
お
第
川
区
は
、
矢
上
勝
之
一
一
九
二
票
に
対
し
、
大
石
は
一
○
八
一
票
で
惜
敗
した。進歩
党
は
何
年
六
月
に
自
由
党
と
今
何
し
て
憲
政
党
と
な
り
、
初
め
て
政
党
主
体
で
あ
る
隈
板
内
閣
の
成
立
を
見
た
。
こ
の
憲
政
党
合
川
に
際
し
て
、
森
本
と
、
丼
は
憲
政
党
三
重
県
文
部
の
役
員
へ
就
任
し
て
い
る
。
し
か
し
、
第
五
区
の
範
嶋
で
は
、
Ⅲ
向
山
党
と
Ⅲ
進
歩
党
の
合
同
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
以
前
に
お
い
て
自
由
党
系
の
組
織
だ
っ
た
正
義
会
は
勢
力
を
衰
退
さ
せ
、
役
員
が
離
脱
し
た
た
め
有
狢
無
実
の
状
態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
疋
義
会
に
替
わ
る
、
新
た
な
ｎ
山
党
系
組
織
と
し
て
、
憲
政
党
合
同
直
前
の
五
月
一
○
Ⅱ
に
「
公
何
会
」
が
発
足
し
て
い
た
。
好
友
会
と
公
川
会
は
、
中
立
派
も
含
め
た
一
二
派
合
同
を
模
索
し
て
い
た
も
の
の
、
結
論
を
得
ず
、
そ
の
ま
ま
憲
政
党
瓦
解
を
迎
え
た
。
合
同
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
好
友
会
と
公
同
会
は
、
以
後
に
お
い
て
も
敵
対
関
係
を
繰
り
広
げ
る
。
１
Ｊ
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I-FHく
県会選挙抜粋
度会郡区は定員４名
［☆Ⅱ好友会］
明治二五年三月半数改選
☆（改選）喜多正兵衛
（改選）奥山宇吉
☆乾逸太郎
☆白井清栄門
明治一一三年三月半数改選
☆（改選）乾逸太郎
（改選）北川矩一
藤井市八
☆喜多正兵衛
北川衆院当選による辞職
北川の補欠選挙（八月）
☆（補当）白井清栄門
明治二○年一○月半数改選
☆喜多正兵衛
明治一八年一○月半数改選
☆（改選）喜多正兵衛
明治一七年二月半数改選
☆喜多正兵衛
明治一五年三月半数改選
☆（改選）喜多正兵衛
［明治三一年まで複選制］
（以下全員）
［明治三一年まで半数改選制］
（関係者のみ）
明治三一年五月選挙
☆高瀬章二
☆船越揖吾
☆白井清栄門
田中佐一郎
高瀬辞職により
☆（補当）喜多正兵衛
明治一一七年三月半数改選
☆（改選）乾逸太郎
☆（改選）白井清栄門
☆喜多正兵衛
奥山宇吉
明治三六年八月選挙
村井恒蔵
乾逸太郎
堀井繁夫
山中崔十
明治三二年一○月選挙
☆高瀬章二
☆白井清栄門
村井恒蔵
奥村与一郎
明治二九年三月半数改選
☆（改選）喜多正兵衛
☆（改選）船越揖吾
☆乾逸太郎
☆白井清栄門
［以後、複選制・半数改選廃止］
県
会
議
員
に
占
め
る
好
友
会
員
の
割
合
図２
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八
月
に
は
、
憲
政
党
を
中
心
と
し
た
第
六
回
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
阪
上
順
夫
氏
は
、
こ
の
第
六
回
総
選
挙
を
評
し
て
「
森
本
に
トップの座を奪われたが：麺」と述べているが、これは得
票だけを見たに過ぎず［図１⑥］、憲政党や一一一重県下の状
況
と
も
合
わ
せ
て
、
森
本
と
い
う
人
物
の
こ
と
を
考
察
し
て
い
な
い
。
同
志
で
あ
る
尾
崎
・
森
本
間
に
票
差
は
関
係
な
い
も
の
の
、
森
本
が
尾
崎
を
抜
い
た
理
由
は
、
尾
崎
が
帰
県
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
五
区
は
、
尾
崎
が
選
挙
活
動
を
行
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う
な
無
風
状
態
で
、
両
人
と
も
当
選
を
果
た
し
た
。
三
重
県
内
全
域
に
月
を
転
ず
る
と
、
尾
崎
文
部
・
大
石
農
商
務
の
二
大
臣
を
擁
し
た
た
め
か
、
旧
進
歩
派
に
有
利
な
調
整
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
大
石
は
憲
政
党
三
重
県
支
部
の
調
整
に
よ
り
、
第
四
区
の
公
認
候
補
と
な
っ
た
た
め
、
平
易
に
当
選
を
果
た
し
た［図３⑥］・他の選挙区でも、一一区木村・三区和波は当
選
を
維
持
し
、
六
区
で
は
森
川
六
石
衛
門
が
二
回
の
雪
辱
を
果
た
し
て
初
当
選
と
な
っ
た
。
一
区
栗
原
の
牙
城
を
切
り
崩
す
こ
と
は
無
理
と
し
て
も
、
実
に
県
下
一
選
挙
区
一
人
を
除
き
、
す
べ
て
が
旧
進
歩
派
で
占
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
憲
政
党
瓦
解
に
よ
り
、
旧
進
歩
派
は
憲
政
本
党
と
な
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
三
重
県
下
で
は
圧
倒
的
な
憲
政
本
党
有
利
へ
と
至
っ
た
。
尾
崎
・
森
本
・
好
友
会
は
、
実
質
的
な
進
歩
党
（
憲
政
本
党
）
三
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
（
二
政
友
会
移
籍
尾
崎
は
、
改
進
党
結
成
当
初
か
ら
の
重
鎮
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
進
歩
党
・
憲
政
党
・
憲
政
本
党
へ
と
党
籍
が
移
動
し
た
。
た
だ
し
、
明
治一一一一二年九月の伊藤博文による政友会創立に際し、尾崎は
憲
政
本
党
を
離
脱
し
て
ま
で
参
画
す
る
と
い
う
、
や
や
理
解
に
苦
し
（羽）
む行動を執った。これは、くうまで築き上げた地盤、特に爺
高
潮
へ
と
達
し
た
態
勢
す
べ
て
を
放
逐
し
か
ね
な
い
ほ
ど
の
短
絡
的
行動と一一一一口えるだろう。「森本確也宛尾崎行雄書簡」恥ｎは、
（側）
その直後の圭日簡である。尾崎は「同士心の人を一切誘はなか
つ（池」としているが、｜蓮托生とも言える森本だけは、直
ち
に
党
籍
を
政
友
会
へ
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
簡
中
に
あ
る
「
白
井
氏
上
京
頻
に
老
兄
を
探
し
居
候
へ
共
、
御
宿
所
不
明
に
付
帰
重
県
支
部
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
こ
の
第
六
回
総
選
挙
で
結
果
的
な
が
ら
も
最
高
潮
を
迎
え
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
翌
年になると和波・森川が党籍離脱を表肚山、ほぼ定員通り
の一一一～四名を保持し続けた県会度会郡区議席も一一名にまで
落
ち
込
ん
だ
［
図
２
］
最
高
潮
の
時
期
は
極
め
て
短
く
、
む
し
ろ
鶏
り
す
ら
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
三
好
友
会
の
斜
陽
五
七
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県
致
候
。
」
と
は
、
憲
政
本
党
離
反
の
詳
細
説
明
を
得
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
上
京
し
た
白
井
に
対
し
、
恐
ら
く
森
本
は
面
会
を
回
避
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
尾
崎
の
移
籍
に
よ
り
、
む
し
ろ
最
も
悪
影
響
を
蒙
っ
た
の
は
、
実
質
的
に
尾
崎
の
代
わ
り
と
し
て
地
盤
を
預
か
る
森
本
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
森
本
の
苦
悩
と
、
白
井
や
好
友
会
の
混
乱
を
尻
目
に
、
尾
崎
は
「
第
五
区
の
同
志
者
は
多
分
暫
く
政
党
以
外
に
中
立
す
る
事
に
可
相
成
乎
と
存
候
。
小
生
は
寧
ろ
之
を
勧
め
置
候
。
」
な
ど
と
述
べ
、
平
然
と
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
一カ月後の書鯉においても、「県地の方は別段の事もなか
る
へ
し
と
存
候
。
」
と
い
う
認
識
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
暢
気
さ
が
、
後
の
第
七
回
総
選
挙
で
致
命
的
打
撃
と
な
る
。
な
お
、
好
友
会
は
尾
崎
の
「
政
友
会
入
り
」
に
全
面
的
な
賛
同
を
寄
せ
た
と
は
考
え
づ
ら
く
、
憲
政
本
党
所
属
を
固
持
し
、
政
友
会
へ
の
党
籍
移
動
は
行
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
尾
崎
支
援
組
織
で
は
あ
り
な
が
ら
、
今
ま
で
通
り
の
党
勢
拡
張
を
行
う
ほ
ど
、
そ
れ
が
尾
崎
と
の
乖
離
に
繋
が
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
ね
じ
れ
現
象
」
が
生
じ
た。
（二）第七回総選挙
第
七
同
総
選
挙
は
尾
崎
に
と
っ
て
最
も
苦
戦
し
た
選
挙
と
推
測
ざ
れ肚洲、詳細は拙稿「明治期における尾崎行雄の選挙
法
政
史
学
第
七
十
号
（
１
）
」
に
譲
り
、
そ
の
原
因
を
要
点
の
み
纏
め
て
み
る
。
①
内
的
要
因
と
し
て
、
党
籍
変
更
後
も
「
甘
い
地
盤
固
め
」
「
党
務
絶
対
優
先
」
に
終
始
す
る
尾
崎
と
、
こ
の
よ
う
な
態
度
や
「
ね
じ
れ
現
象
」
に
苦
慮
す
る
好
友
会
、
そ
し
て
森
本
の
出
馬
問
題
。
②
外
的
要
因
と
し
て
、
政
友
会
移
籍
に
よ
り
同
志
と
な
っ
た
は
ず
の
公
同
会
や
栗
原
に
脅
か
さ
れ
る
地
盤
と
、
南
牟
婁
郡
で
の
竹
原
撲
一
の
反
乱
。
③
突
発
的
要
因
と
し
て
、
浜
田
国
松
立
候
補
と
、
そ
れ
に
間
接
的
な
関
係
を
持
つ
度
会
商
工
銀
行
の
破
綻
。
落
選
に
近
い
辛
勝
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
当
選
を
果
た
せ
た
最
大
理
由
は
、
や
は
り
森
本
と
好
友
会
で
あ
っ
た
。
森
本
は
、
自
身
の
出
馬
問
題
で
尾
崎
と
関
係
悪
化
に
至
っ
た
が
、
妥
協
・
支
援
に
転
じ
、
志
摩
郡
の
地
盤
を
提
供
し
た
。
好
友
会
も
、
憲
政
本
党
所
属
に
拘
泥
す
る
な
ら
ば
、
大
石
正
巳
へ
と
奔
る
筈
で
あ
る
が
、
度
会
郡
で
の
大
石
の
得
票
は
六
五
票
に
止
ま
っ
て
い
る
。
好
友
会
は
斜
陽
化
に
至
り
つ
つ
も
尾
崎
支
援
を
貫
き
、
公
同
会
や
浜
田
の
侵
蝕
も
当
落
紙
一
重
で
（必）§、
の
必
要
最
低
限
に
喰
い
止
め
た
□
こ
れ
ら
度
会
・
志
摩
郡
の
票
力
尾
崎
当
選
の
直
接
原
因
で
あ
る
。
し
か
し
森
本
・
好
友
会
の
み
へ
の
依
拠
は
、
旧
五
区
内
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
も
、
郡
部
選
挙
区
（
県
下
全
域
）
へ
の
得
票
に
結
び
つ
く
強
い
影
響
力
と
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
尾
崎
も
含めて第七回総選挙は小選挙区式の対応だったと一一一一口えるだ
五八
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６
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（
二
第
八
回
総
選
挙
第
一
七
議
会
で
、
政
友
会
・
憲
政
本
党
と
も
に
地
租
増
徴
断
固
反
対
に
徹
し
、
衆
議
院
は
解
散
と
な
っ
た
。
明
治
一
一
一
六
年
三
月
に
行
わ
れ
た
第
八
回
総
選
挙
で
あ
る
が
、
増
租
反
対
が
選
挙
民
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
、
ま
た
前
回
の
選
挙
か
ら
七
ヵ
月
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
政
友
会
・
憲
政
本
党
問
で
の
調
整
が
諮
ら
れ
、
前
職
優
先
の
方
針
が
執
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
七
川
総
選
挙
で
大
苦
戦
し
た
尾
崎
に
「
追
い
風
」
と
な
っ
た
。
政
友
会
三
重
県
支
部
の
実
情
は
一
転
し
、
栗
原
が
尾
崎
を
連
れ
て
遊
説
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
志
・
河
芸
郡
の
得
票
増
加
は
［
グ
ラ
フ
］
、
そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
石
正
巳
は
選
挙
区
を
（幅）
郷里である吉同知へ移したが、後継者へ津市の松本恒之助を
指
名
す
る
と
い
う
奇
怪
な
行
動
に
よ
り
、
旧
四
区
が
空
白
と
な
っ
た
。
大
石
の
「
四
区
婿
入
り
」
を
両
策
し
た
の
は
尾
崎
で
あ
り
、
当
然
の
結
果
と
し
て
旧
四
区
の
尾
崎
票
が
飛
躍
を
遂
げ
た
。
第
七
回
総
選
挙
で
遺
恨
の
残
っ
た
森
本
は
、
政
友
会
を
離
脱
し
て
単
独
出
馬
ろ
う
。
大
選
挙
区
制
で
は
、
固
有
地
盤
と
合
わ
せ
て
、
県
内
他
郡
部
で
の
効
果
的
な
得
票
も
必
須
と
な
る
、
こ
れ
は
選
挙
後
に
各
候
補
者
が
痛
感
し
て
意
識
し
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
。
法
政
史
学
第
七
十
号
四
好
友
会
の
衰
退
し
、
尾
崎
と
の
快
を
断
っ
た
。
た
だ
し
、
尾
崎
を
峻
拒
し
て
濟
陥
す
る
ま
で
の
意
図
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
自
ら
が
地
盤
と
す
る
志
（㈹）
摩
郡
を
除
い
て
旧
五
区
に
は
侵
蝕
せ
ず
、
旧
六
区
に
依
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
旧
六
区
は
尾
崎
に
や
や
寛
容
で
あ
っ
た
た
め
か
、
尾
崎
票
は
若
干
程
度
の
伸
び
を
見
せ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
七
回
総
選
挙
で
旧
五
区
以
外
の
得
票
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
尾
崎
に
と
っ
て
、
第
八
回
総
選
挙
は
北
勢
進
出
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
尾
崎
の
北
勢
進
州
に
対
し
て
、
好
友
会
は
佐
伯
市
太
郎
が
旧
五
区
内
の
南
牟
婁
郡
な
ど
へ
随
行
し
て
い
る
も
の
の
、
他
郡
部
へ
の
独
白
な
運
動
は
行
い
得
て
い
な
い
。
以
前
の
「
大
石
正
巳
四
区
婿
入
り
」
を
実
現
さ
せ
た
よ
う
な
、
五
区
以
外
の
地
へ
影
響
を
行
使
で
き
る
勢
力
は
、
す
で
に
好
友
会
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
浜Ⅲ国松は、西田胤荊が速水熊九肥支援に廻ったため
か
、
前
回
以
上
の
敗
北
を
期
し
た
。
し
か
し
、
宇
治
山
田
侵
蝕
を
諦
め
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
総
選
挙
後
に
行
わ
れ
た
度
会
郡
区
県
会
選
挙
で
、
好
友
会
は
白
井
以
下
の
候
補
者
す
べ
て
が
落
選
し
、
完
全
に
議
席
を
失
っ
た
［
図
２
］
・
当
選
者
の
山
中
崔
十
は
一
部
好
友
会
を
脱
会
し
て
立
候
補
し
、
乾
逸
太
郎
は
元
好
友
会
員
で
あ
る
。
一
部
好
友
会
中
枢
も
、
度
会
商
工
銀
行
事
件
で
辻
村
弥
八
が
切
り
崩
さ
れ
、
杉
木
斉
之
肋
も
脱
会
を
宣
言
し
た
。
ま
た
、
宇
治
山
田
町
長
だ
っ
た
六
○
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（二）第九同総選挙
地
租
増
徴
案
は
、
伊
藤
博
文
政
友
会
総
裁
が
単
独
・
秘
密
裏
に
桂
太
郎
首
相
と
妥
協
し
た
た
め
、
政
友
会
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
憤
慨
し
た
尾
崎
は
政
友
会
を
脱
党
す
る
。
混
乱
し
た
ま
ま
第
一
八
議
会
を
迎
え
た
が
、
奉
答
文
事
件
に
よ
り
、
直
ち
に
衆
議
院
は
解
散
さ
れ
た。明
治
三
七
年
一
一
一
月
に
第
九
回
総
選
挙
は
行
わ
れ
た
が
、
日
露
戦
争
の
最
中
だ
っ
た
こ
と
や
、
前
回
の
選
挙
よ
り
一
年
し
か
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
再
び
前
職
優
先
の
処
置
が
執
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
政
友
会
不
振
の
直
撃
を
受
け
た
三
重
県
支
部
は
、
選
挙
に
対
す
る
統
制
能
力
す
ら
失
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
に
よ
り
、
脱
党
後
も
準
政
友
会
派
で
あ
っ
た
尾
崎
は
、
政
友
会
で
旧
自
由
党
古
豪
の
天
春
丸縦から、旧三区の票を若干ながらも獲得して乢刷［グラ
フ］ｏ旧五
区
に
関
し
て
は
、
つ
い
に
浜
田
国
松
が
初
当
選
を
果
た
し
た
□
宇
治
山
田
を
中
心
と
す
る
度
会
郡
に
侵
蝕
を
続
け
る
浜
田
で
あ
っ
た
が
、
公
同
会
の
取
り
込
み
に
成
功
し
、
そ
れ
が
当
選
の
一
因
吉
沢
重
郎
は
、
「
郡
会
議
員
選
挙
人
名
簿
作
成
で
失
態
が
あ
っ
た
」
と
し
て
懲
戒
免
職
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
好
友
会
衰
退
に
繋
が
る
事
案
は
、
す
べ
て
浜
田
に
利
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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（
三
）
第
一
○
・
一
一
Ｍ
総
選
挙
Ｈ
露
戦
後
か
ら
大
正
政
変
ま
で
の
間
は
、
桂
太
郎
と
西
剛
寺
公
望
に
よ
る
政
権
交
互
担
当
期
で
あ
り
、
「
桂
園
時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
尾
崎
は
、
明
治
三
六
年
六
川
よ
り
四
五
年
六
月
ま
で
東
京
市
長
に
就
任
し
て
お
り
、
こ
の
「
東
京
市
長
期
」
が
桂
園
時
代
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
尾
崎
は
桂
園
時
代
を
振
り
返
り
、
「
藩
閥
と
政
党
と
の
妥
協
政
治
が
、
十
年
あ
ま
り
も
続
い
た
。
丁
度
私
が
東
京
巾
長
を
し
て、政治避動から通ざかつでいた時什でん腿」（傍点筆者）
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
政
友
会
離
党
後
の
尾
崎
は
、
同
志
研
究
会
・
無
名
倶
楽
部
・
政
交
倶
楽
部
・
猫
興
会
・
又
新
会
と
小
会
派
を
渡
り
歩
き
、
明
治
四
二
年
に
は
政
友
会
へ
復
党
す
る
も
の
の
、
以
前
の
よ
う
な
活
発
な
政
治
運
動
を
行
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
激
務
で
あ
る
東
京
市
長
職
に
加
え
て
、
体
調
不
良
や
前
妻
死
去
も
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
政
治
的
空
白
の
十
年
」
と
言
え
よ
う
。
こ
の
間
に
行
わ
れ
た
の
が
第
一
○
・
二
回
総
選
挙
で
あ
る
。
「
政
治
的
空
白
の
十
年
」
に
行
わ
れ
た
第
一
○
・
一
一
Ｍ
総
選
挙
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
実
証
す
る
よ
う
に
、
栗
原
は
（団）
度
〈
云
郡
で
の
得
西
下
を
激
減
さ
せ
て
い
る
。
宇
治
山
田
政
界
の
併
呑
を
企
川
す
る
浜
田
に
と
っ
て
、
残
る
目
標
は
衰
退
化
の
一
途
を
辿
る
好
友
会
だ
け
で
あ
っ
た
。
法
政
史
学
第
七
十
号
に
関
し
て
は
、
的
確
な
史
料
が
な
く
、
伊
勢
新
聞
も
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
尾
崎
の
苦
戦
を
伝
え
る
が
、
投
票
の
直
前
を
迎
え
る
と
急
に
優
勢
へ
と
転
ず
る
よ
う
な
記
載
が
見
受
け
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
東
京
市
長
と
い
う
顕
職
に
就
任
し
て
い
る
と
は
い
え
、
政
治
的
活
動
に
消
極
的
な
尾
崎
で
あ
り
、
し
か
も
好
友
会
は
崩
壊
寸
前
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
様
相
で
あ
り
な
が
ら
、
尾
崎
は
優
勢
な
選
挙
戦
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
に
は
不
可
思
議
な
観
さ
え
覚
え
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
優
勢
を
維
持
で
き
た
理
由
と
し
て
、
第
一
○
・
二
回
総
選
挙
は
、
満
期
に
よ
る
選
挙
の
割
に
は
立
候
補
者
が
少
な
く
、
か
つ
「
輸
入
候
補
者
」
の
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
郡
部
選
挙
〆
に
蒔
か
れ
た
種
の
萌
芽
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
明
治
川
一
年
の
第
一
○
Ｍ
総
選
挙
で
は
、
好
友
会
・
三
重
銀
行
と
も
に
存
在
中
で
、
衰
退
し
な
が
ら
も
支
援
は
可
能
で
あ
っ
た
。
ただし、明治四二年に一一一重銀行は破綻し、明治四一一一年の
好
友
会
解
散
で
、
宇
治
山
田
の
地
盤
は
公
同
会
・
中
立
派
と
と
も
に
「
神
都
倶
楽
部
」
と
い
う
名
称
を
冠
す
る
浜
田
支
援
組
織
と
化
す
。
明
治
四
五
年
に
行
わ
れ
た
第
二
回
総
選
挙
の
様
相
は
、
さ
ら
に
不
明
で
あ
る
。
県
内
の
状
況
は
、
Ｈ
糖
疑
獄
に
よ
り
栗
原
が
引
退
そ
の
ま
ま
死
去
し
、
第
一
回
総
選
挙
か
ら
の
古
豪
は
尾
崎
を
除
き
消
滅
し
た
。
Ⅲ
五
区
の
状
況
は
、
好
友
会
は
解
散
し
た
も
の
の
、
度
会
郡
一ハーー
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北
西
地
域
の
二
部
は
健
在
で
あ
り
、
引
き
続
き
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
宇
治
山
田
で
も
吉
沢
重
郎
が
神
都
倶
楽
部
の
間
隙
を
突
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
。
森
本
も
、
尾
崎
と
の
関
係
は
完
全
な
断
絶
で
は
な
く
、
苦
戦
に
よ
る
要
請
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
支
（記）
援を行い、士心摩郡の票を提供したようである。これらの理
由
に
よ
り
、
好
友
会
解
散
後
で
は
あ
る
が
、
宇
治
山
田
を
除
く
旧
五
区
の
中
枢
地
盤
は
辛
う
じ
て
維
持
が
可
能
だ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
旧
五
反
を
立
脚
地
と
す
る
対
立
候
補
が
浜
田
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
た
。
こ
の
中
枢
地
盤
と
、
恐
ら
く
知
名
度
に
よ
る
北
勢
か
ら
の
投
票
が
、
当
選
を
可
能
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
好
友
会
の
推
移
を
見
て
き
た
。
号
堂
会
と
の
違
い
は
、
宇
治
山
田
の
三
重
銀
行
関
係
者
と
弁
護
士
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
、
中
枢
構
成
員
を
宇
治
山
田
町
会
ｌ
度
会
郡
会
’
三
重
県
会
へ
送
り
込
む
と
い
う
、
一
般
的
な
候
補
者
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
組
織
だ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
尾
崎
支
援
組
織
で
あ
る
と
阿
時
に
、
宇
治
山
田
政
界
を
中
心
と
し
た
改
進
党
（
進
歩
党
・
憲
政
本
党
）
の
党
勢
拡
張
組
織
だ
っ
た
。
所
属
政
党
よ
り
も
自
分
の
思
想
信
条
を
優
先
さ
せ
る
傾
向
に
あ
っ
た
尾
崎
で
は
あ
る
が
、
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
党
務
や
党
勢
拡
張
に
尽
力
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
重
県
内
の
党
勢
拡
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
お
わ
り
に
張
に
関
し
て
は
、
実
質
的
に
森
本
と
白
井
以
下
の
好
友
会
が
行
っ
た
ものと一一一一口える。
そ
し
て
、
無
条
件
で
尾
崎
を
受
け
入
れ
る
よ
う
な
資
質
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
面
が
、
や
が
て
好
友
会
が
衰
退
し
た
時
に
、
号
堂
会
へ
推
移
で
き
る
素
地
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
正
政
変
を
経
て
「
憲
政
の
神
様
」
と
な
っ
た
尾
崎
で
あ
る
が
、
政
変
後
に
行
わ
れ
た
大
正
四
年
の
策
一
二
同
総
選
挙
で
、
今
後
の
様
机
を
完
全
に
決
定
づ
け
る
ほ
ど
の
絶
対
磐
石
と
な
り
、
号
堂
会
も
正
式
に
発
足
し
た
。
好
友
会
式
の
不
安
要
素
を
払
拭
し
た
、
号
堂
会
式
選
挙
の
成
立
で
も
あ
る
。
そ
れ
を
見
刷
け
た
よ
う
に
、
翌
年
に
（別）
行
正
が
没
す
る
。
好
友
会
式
の
選
挙
と
は
、
「
憲
政
の
神
様
」
以
前
の
選
挙
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
好
友
会
式
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
浜
田
で
あ
っ
た
と
一一一一口えよう・浜田は尾崎から宇治山肌瓶の地盤を奪ったが、
支
援
組
織
（
神
都
倶
楽
部
）
の
様
相
は
、
中
枢
構
成
員
を
宇
治
川
田
市
会
ｌ
県
会
へ
送
り
込
む
と
い
う
、
好
友
会
と
変
わ
ら
な
い
手
法
で
あ
っ
た
。
合
わ
せ
て
、
壮
絶
な
宇
治
山
川
政
界
の
対
立
ま
で
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
好
友
会
と
い
う
組
織
を
、
な
ぜ
尾
崎
は
記
録
に
残
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
好
友
会
式
の
選
挙
は
、
中
枢
構
成
員
の
町
会
・
郡
会
・
県
会
選
挙
を
支
援
す
る
煩
わ
し
さ
、
地
盤
で
党
勢
拡
張
を
行
一ハ一一一
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う
煩
わ
し
ざ
、
そ
し
て
宇
治
山
田
を
中
心
と
し
た
激
し
い
政
争
に
対
応
す
る
煩
わ
し
さ
が
付
随
す
る
。
豐
堂
会
式
選
挙
へ
の
移
行
は
、
こ
う
し
た
要
素
か
ら
の
解
放
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
煩
わ
し
さ
を
、
「
憲
政
の
神
様
」
と
し
て
絶
対
磐
石
な
態
勢
を
保
持
で
き
た
尾
崎
は
、
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
本
稿
は
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
と
伊
勢
新
聞
の
み
に
依
拠
し
て
い
る
観
が
強
い
。
特
に
第
八
回
総
選
挙
以
降
は
推
測
が
多
く
、
か
な
り
の
空
白
部
分
を
残
し
て
い
る
と
言
え
る
。
好
友
会
・
公
何
会
関
係
者
の
地
域
史
料
発
掘
な
ど
に
よ
り
、
後
世
の
研
究
に
お
い
て
空
白
部
分
を
解
明
し
て
貰
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
註（
１
）
坂
上
順
夫
「
尾
崎
行
雄
の
選
挙
ｌ
世
界
に
誇
れ
る
豐
堂
選
挙
を
支
え
た
人
々
ｌ
」
（
和
泉
書
院
、
平
成
一
二
年
）
、
相
馬
雪
香
／
富
田
信
男
／
青
木
一
能
編
著
「
号
堂
尾
崎
行
雄
」
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
平
成
一
二
年
）
、
伊
佐
秀
雄
「
人
物
叢
書
尾
崎
行
雄
」
（
吉
川
弘
文
館、昭和三五年）。
（
２
）
主
と
し
て
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
、
叙
伝
・
川
顧
録
（
平
凡
社、昭和二年）と、「尾崎Ⅲ一万堂全集第十一巻」叩一万堂自伝
（公論社、昭和三一年）を参照した。
（
３
）
拙
稿
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
Ｓ
法
政
史
学
」
六
八
号
、
平
成
一
九
年
九
月
）
、
拙
稿
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
法
政
史
学
第
七
十
号
選
挙
（
１
）
’
第
七
回
総
選
挙
の
諸
相
ｌ
」
（
「
法
政
史
学
」
六
九
号
、
平
成
二
○
年
三
月
）
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
拙
稿
と
本
稿
は
実
質
的
な
連
作
で
あ
る
た
め
、
併
読
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
（４）明治一一一一一年に至る三重県内の政治組織結成過程は、西川
洋「１８８７１８９年の三重県地域自由民権結社」〈「一一一亜
大
学
法
経
論
叢
」
三
巻
二
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
）
に
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
』
明
治
二
三
年
五
月
一
Ⅱ
一
面
。
以
下
、
国
会
図
書
館
新
聞
資
料
室
所
蔵
「
伊
勢
新
聞
［
マ
イ
ク
ロ
版
邑
は
、
「
伊
勢
新
聞
」
と
略
す
。
（６）前掲「尾崎叩一万堂全集第十一巻」二○九頁。
（７）「伊勢新聞」明治二三年七月一一七日一面。
（８）前掲「尾崎Ⅱ一万堂全集第十一巻」二○九頁。
（
９
）
伊
勢
市
旅
館
「
紅
葉
軒
」
所
蔵
明
治
（
）
年
（
）
月
皿
日
付
尾
崎
行
正
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
拝
啓
托
高
瀬
一
書
謹
呈
仕
候
。
尊
諭
の
条
々
は
委
細
諏
承
仕
候。
一
擴
山
株
券
の
事
は
、
山
羽
白
井
等
重
立
た
る
人
々
と
熟
議
を
遂
け
た
る
後
な
ら
て
は
、
却
て
後
来
悪
感
情
を
生
す
へ
し
と
痛
心
罷
在
候
間
、
高
瀬
氏
よ
り
委
曲
御
聞
取
被
下
度候。
一
長
合
羽
は
不
Ⅲ
拝
送
可
仕
候
。
一
大
隈
仙
の
名
義
（
株
券
に
）
を
用
い
ろ
は
容
易
に
承
諾
六
四
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行
雄
父
上
様
こ
の
書
簡
は
、
年
代
推
定
不
明
で
あ
る
が
、
尾
崎
か
ら
行
正
へ
明
治
二
○
～
一
一
一
○
年
代
に
川
さ
れ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
一
瞥
す
る
と
家
政
だ
け
の
記
述
に
兄
え
る
が
、
「
山
羽
、
州
」
は
後
述
す
る
好
友
公
の
枢
饗
構
成
ｕ
で
あ
る
こ
と
や
、
改
進
（
進
歩
）
党
党
竹
・
大
隈
取
信
の
名
も
見
ら
れ
る
た
め
、
行
正
の
政
治
性
を
感
ず
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
（皿）前掲「尾崎行雄全集第十巻」四九五～Ⅲ九七頁。
（
Ⅱ
）
鵜
殿
村
長
・
南
牟
婁
郡
会
議
貝
・
三
重
県
会
議
員
・
政
友
会
一
一
一
重
県
文
部
踵
な
ど
を
長
く
務
め
、
後
の
大
正
十
三
年
・
第
一
流
Ⅲ
総
選
挙
で
は
憲
政
史
上
最
高
齢
の
七
三
歳
で
衆
議
院
議
ｕ
へ
の
初
当
選
を
果
た
し
た
。
初
当
選
に
至
る
過
程
で
、
第
二
・
六
・
七
回
総
選
挙
に
落
選
し
て
い
る
が
、
特
に
第
七
Ⅲ
総
選
挙
で
の
「
反
乱
」
は
尾
崎
を
揺るがした。
な
お
人
物
解
脱
に
関
し
て
は
、
Ｎ
会
鱗
ｕ
経
験
行
は
各
椰
繊
皿
詔
鑑
・
廠
新
二
「
Ⅱ
本
政
沿
史
に
残
る
三
頭
県
選
川
川
会
繊
ｕ
」
（
廠
新
二
、
昭
和
六
○
年
）
・
「
国
史
大
辞
典
」
を
、
脚
会
議
貝
以
外
の
第
五
匹
を
中
心
と
し
た
人
物
は
服
部
英
雄
「
三
重
県
紳
士
録
」
（
一
一
一
歳
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
を
得
が
た
か
る
へ
し
。
尚
ほ
様
子
を
間
合
せ
た
る
上
、
承
れ
て
可
巾
上
候
。
他
に
も
一
二
人
は
応
す
る
者
あ
ら
ん
。
｜
千
代
行
武
等
の
事
は
追
て
可
申
上
候
。
先
は
右
取
急
き
。
草
々
不
尽
県
紳
士
録
編
纂
会
、
大
正
四
年
）
・
中
村
英
彦
原
著
／
川
端
義
夫
校
訂
「
度
会
人
物
誌
」
（
占
川
書
店
、
昭
和
五
○
年
）
・
三
谷
敏
一
「
神
都名家集」（一一一谷敏一、明治一一一四年）・一二宅磯市「勢伊志紀
顔
見
立
評
判
記
」
（
一
二
宅
磯
市
、
明
治
二
一
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
と
し
、
｜
部
に
補
足
を
加
え
た
。
（皿）「伊勢新聞」明治二五年一一一月二七日一一面。
（皿）「伊勢新聞」明治二五年Ⅲ月一九Ｈ一一一面。
（
型
お
お
む
ね
現
在
の
度
会
郡
小
俣
町
（
平
成
一
七
年
三
川
に
伊
勢
巾と合併）・伊勢市川端町川辺・度会郡玉城町が該門する。
（
垣
拙
柚
「
森
本
確
也
宛
尼
崎
行
雄
将
耐
紹
介
」
’
し
頁
に
て
、
「
第
一
部
が
宇
治
山
川
町
、
第
二
部
が
宇
沿
山
川
を
除
く
度
会
川
」
と
説
明
し
た
が
、
や
や
粘
繊
を
欠
い
た
。
厳
密
に
は
、
こ
こ
で
の
記
救
が
正しい。
（
蛆
）
文
久
三
年
に
生
ま
れ
、
宇
治
山
川
町
会
議
員
・
宇
治
山
川
町
長
・
県
会
議
員
・
同
参
事
会
員
を
歴
任
し
た
。
ま
た
、
三
重
銀
行
頭
取
や
参
宮
鉄
道
会
社
社
長
代
理
を
務
め
る
な
ど
、
調
業
家
と
し
て
の
血
も
持
つ
。
歌
舞
伎
「
伊
勢
音
頭
恋
寝
刃
」
で
登
場
す
る
伊
勢
古
市
妓
楼
「
油
屋
」
の
第
一
○
代
当
主
（
十
代
目
清
右
衛
門
）
で
あ
っ
た
が
、
旅
館
に
転
業
し
、
そ
の
際
に
「
情
栄
門
」
と
改
名
し
た
。
昭
和
七
年
に没する。
（
Ⅳ
）
志
摩
郡
総
力
付
（
現
、
志
摩
巾
阿
児
町
鵜
力
）
Ⅲ
身
、
文
久
二
年
生
ま
れ
。
三
砿
師
範
学
校
を
総
て
川
人
社
英
学
科
・
漢
学
科
卒
業
。
三重県会議員・川常置委員などを経て、第一一一～六・八Ｍ総
選
挙
に
当
選
す
る
。
実
業
家
と
し
て
は
、
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
を
六
五
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長
く
務
め
た
。
志
摩
郡
有
数
の
大
地
主
だ
っ
た
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
昭
和
二
年
に
没
す
る
ま
で
三
重
の
政
財
界
へ
影
響
を
与
え
た
。
（
旧
）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
九
頁
の
肋
型
書
簡
を参照。
（
旧
）
白
井
と
森
本
を
除
く
六
名
は
、
「
伊
勢
新
聞
」
の
好
友
会
に
関
す
る
記
事
か
ら
氏
名
を
判
断
し
、
さ
ら
に
銀
行
関
係
者
は
「
伊
勢
新
聞」の広告に依った。なお、尾崎一一呉は明治一一一二年に没し
ている。
（
別
）
安
政
五
年
生
ま
れ
、
宮
崎
学
校
で
の
尾
崎
の
同
級
生
。
度
会
郡
書
記
・
宮
後
町
戸
長
・
宇
治
山
川
町
会
議
員
・
宇
治
山
田
町
収
入
役
・
宇
治
山
田
町
助
役
を
経
て
宇
治
山
田
町
長
に
就
任
す
る
が
、
郡
会
議
員
選
挙
名
簿
作
成
に
失
態
が
あ
っ
た
と
し
て
懲
戒
免
職
と
な
る
。
以
後
は
八
Ⅱ
市
場
町
総
代
を
長
く
務
め
た
。
初
代
砦
堂
会
長
。
（
Ⅲ
）
明
治
元
年
に
生
ま
れ
、
三
重
師
範
学
校
か
ら
東
京
法
学
院
を
卒
業
し
、
宇
治
山
田
町
岡
本
や
県
内
各
地
に
弁
護
士
事
務
所
を
開
く
。
宇
治
山
田
町
会
議
員
・
度
会
郡
会
議
員
を
経
て
、
第
七
・
八
回
総
選
挙
に
落
選
、
第
九
皿
総
選
挙
か
ら
は
十
二
Ｍ
連
続
当
選
を
果
た
し
、
衆
議
院
副
議
長
・
同
議
長
に
も
就
任
す
る
。
衆
議
院
当
選
後
は
宇
治
山
田
市
会
議
員
・
川
議
長
も
務
め
た
。
当
初
の
浜
川
は
好
友
会
に
所
属
し
、
若
年
な
が
ら
も
枢
要
な
位
潰
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
七
回
総
選
挙
に
単
独
出
馬
し
た
た
め
、
好
友
会
を
除
名
処
分
と
な
る
。
（
犯
）
明
治
二
二
年
に
杉
木
斉
之
助
な
ど
と
度
会
青
年
会
を
結
成
し
、
翌
二
一
一
一
年
よ
り
尾
崎
派
支
援
組
織
に
入
り
、
そ
の
ま
ま
好
友
会
発
足
に
法
政
史
学
第
七
十
号
加
わ
る
。
後
に
三
重
セ
メ
ン
ト
常
務
、
宇
治
山
田
市
会
議
員
・
同
議
長
と
な
る
。
（
別
）
明
治
法
律
学
校
卒
業
。
明
治
二
二
年
に
佐
伯
市
太
郎
と
と
も
に
度
会
青
年
会
を
結
成
し
た
が
、
佐
伯
と
は
異
な
り
自
由
党
派
の
正
義
会
へ
入
り
、
実
質
的
な
領
袖
と
な
る
。
そ
の
後
、
正
義
会
を
離
脱
し
、
憲
政
党
合
同
の
頃
に
好
友
会
へ
所
属
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
部
好
友
会
の
論
客
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
好
友
会
衰
退
と
と
も
に
浜
田
支
援
へ
と
転
じ
た
。
後
述
す
る
神
都
倶
楽
部
の
重
鎮
と
な
り
、
三
重
県
会
議
員
・
同
参
事
会
員
を
経
て
、
県
政
同
志
会
（
県
会
議
員
の
浜
田
派
組
織
）
の
幹
部
と
し
て
活
動
す
る
。
（
型
）
開
業
医
。
度
会
郡
大
湊
町
会
議
員
を
経
て
同
町
長
に
就
任
す
る
。
好
友
会
員
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
八
年
に
離
脱
・
出
馬
し
て
県
会
議
員
と
な
る
。
（
妬
）
度
会
郡
大
内
山
村
会
議
員
・
同
村
長
を
長
く
勤
め
る
。
明
治
二
三
年
よ
り
県
会
議
員
に
就
任
し
て
い
た
が
、
明
治
三
一
年
に
不
出
馬
と
好
友
会
離
脱
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
政
界
隠
居
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
突
如
と
し
て
明
治
一
一
一
六
年
の
県
会
選
に
出
馬
し
当
選
す
る
。
（
別
）
註
９
で
示
し
た
書
簡
に
あ
る
「
高
瀬
」
は
、
こ
の
高
瀬
章
二
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
行
正
と
高
瀬
は
度
会
郡
城
川
村
川
端
（
現
、
伊
勢
市
川
端
町
）
に
居
住
し
て
い
る
。
（〃）前掲『尾崎叩一万堂全集第十一巻』二五七～二五九頁。
（
邪
）
明
治
六
年
に
慶
應
義
塾
教
師
と
な
り
、
累
進
し
て
同
教
頭
・
副
社
頭
・
評
議
員
・
臨
時
塾
頭
を
務
め
る
。
ま
た
、
千
代
川
生
命
保
険
社
一ハーハ
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長
・
千
代
川
火
災
海
上
保
険
社
長
・
時
事
新
報
社
会
長
と
な
る
。
第
三
回
総
選
挙
落
選
後
は
政
界
進
出
に
意
欲
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
七
年
か
ら
死
去
す
る
昭
和
一
三
年
ま
で
貴
族
院
議
員
（
勅
選）へ就任した。
（
型
鳥
羽
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
る
。
板
垣
退
助
ら
の
民
撰
議
院
設
立
建
白
を
支
持
し
、
立
志
社
を
経
て
自
由
党
結
成
に
加
わ
っ
た
。
自
由
党
・
憲
政
党
・
政
友
会
に
所
属
し
、
板
垣
内
相
秘
書
官
や
大
蔵
省
参
与
官
を
歴
任
す
る
ほ
ど
の
重
鎮
で
あ
り
、
「
板
垣
退
助
の
懐
刀
」
「
自
由和尚」などと呼ばれた。
第
一
Ｍ
総
選
挙
か
ら
三
重
第
一
区
よ
り
出
馬
し
、
連
続
１
Ｍ
当
選
を
果
た
す
（
厳
密
に
は
第
二
Ｍ
総
選
挙
で
落
選
し
て
い
る
も
の
の
、
第
四
区
よ
り
補
選
で
当
選
し
て
い
る
）
。
志
摩
郡
鳥
羽
町
出
身
で
あ
る
た
め
、
第
五
区
か
ら
の
出
馬
が
自
然
と
思
え
る
も
の
の
、
第
一
回
総
選
挙
で
第
一
区
の
同
志
か
ら
立
候
補
を
懇
願
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
第
一
区
が
立
脚
地
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
第
五
区
に
隠
然
た
る
勢
力
を
持
ち
、
正
義
会
の
実
質
的
な
指
導
者
と
し
て
、
尾
崎
・
森
本
や
好
友
会
な
ど
の
改
進
党
勢
力
と
対
時
す
る
こ
と
に
な
る
。
（
利
）
京
都
府
出
身
。
京
都
師
範
学
校
教
員
・
下
京
区
書
記
を
経
て
、
京
都
府
会
議
員
・
下
京
区
会
議
員
と
な
る
。
ま
た
、
公
論
新
報
・
自
由
新
聞
・
東
京
新
聞
・
京
都
日
報
な
ど
の
記
者
を
勤
め
る
。
第
三
Ｍ
総
選
挙
で
の
三
埴
第
五
区
か
ら
の
出
馬
に
際
し
、
「
溝
口
」
を
「
奥
野
」
へ
と
改
娩
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
輸
入
候
補
」
で
あ
る
が
、
日
由
党
の
若手論客とも一一一一ｍえる奥野を、恐らく板垣・栗原が画策して
第
五
区
に
拓
致
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
第
三
回
総
選
挙
落
選
後
も
、
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
自
由
党
の
「
消
極
的
対
立
候
補
」
と
し
て
第
六
回
総
選
挙
ま
で
第
五
区
で
の
活
動
を
続
け
る
が
、
大
選
挙
区
制
と
な
っ
た
第
七
同
総
選
挙
で
は
郷
里
の
京
都
市
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
、
連
続
三
回
当
選
す
る
。
（Ⅲ）前掲『尾崎叩一万堂全集第十一巻」二五八～二五九頁。
（
聖
員
弁
郡
北
大
社
村
の
名
門
豪
農
に
生
ま
れ
る
。
若
く
し
て
改
進
党
員
と
な
り
、
一
一
一
重
県
会
議
員
・
同
副
議
長
・
同
議
長
を
経
て
、
第
三
～
七
回
総
選
挙
に
当
選
□
以
後
は
貴
族
院
議
員
（
多
額
納
税
）
に
転
じ
、
明
治
三
七
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
就
任
す
る
。
古
豪
の
改
進
党
員
で
あ
り
、
後
述
す
る
同
じ
く
古
豪
の
、
由
党
員
・
天
春
文
衛
と
激
し
い
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
（
羽
）
鈴
鹿
郡
神
戸
村
生
ま
れ
、
弁
護
十
。
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、
朝
鮮
領
事
・
香
港
領
事
と
し
て
勤
務
す
る
。
隈
板
内
閣
で
は
内
務
次
官
に
就
任
し
た
。
第
三
～
四
回
総
選
挙
に
当
選
。
（弧）大隈重信関係文書（早稲田大学大学史資料センター編）
２
９
５
１
四
明
治
（
聖
年
（
）
月
ｎ
日
付
大
隈
重
信
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
拝
啓
本
書
持
参
の
和
波
氏
者
北
勢
の
徳
望
家
に
て
、
他
日
は
木
村
誓
太
郎
氏
の
後
を
承
け
て
議
員
と
な
る
べ
き
人
物
に
御
座
候
。
本
年
勢
地
御
漫
遊
の
節
津
市
に
て
拝
顔
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
前
年
条
約
改
正
騒
ぎ
の
節
な
ど
は
頻
り
に
尽
力
し
た
る
人
に
御
座
候
。
御
閑
暇
の
際
御
面
晤
机
願
度候。十
一
Ⅱ
行
雄
六
七
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大
隈
先
生
侍
史
こ
の
書
簡
の
他
に
、
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
三
頁
の
川
３
書
簡
で
は
、
「
二
区
の
充
美
を
攻
め
落
す
の
法
計
御
運らし被下度候」との記述が見られる。
（
理
高
知
県
出
身
。
、
、
党
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
が
快
を
分
か
ち
、
後
に
大
隈
重
信
の
側
近
と
し
て
進
歩
党
重
鎮
と
な
る
。
松
隈
内
閣
の
農
商
務
次
而
、
隈
板
内
閣
の
農
商
務
大
原
を
務
め
る
。
第
六
Ⅲ
総
選
挙
よ
り
連
続
六
Ｍ
当
選
。
尚
知
出
身
で
は
あ
る
が
、
尾
崎
の
招
致
に
よ
り
第
五
回
総
選
挙
で
三
重
第
四
区
か
ら
出
馬
す
る
も
落
選
し
、
第
六
回
総
選
挙
で
雪
辱
を
晴
ら
し
た
。
第
八
回
総
選
挙
か
ら
郷
里
の
高
知
へ
戻
り
、
旧
自
由
党
土
佐
派
の
内
証
に
乗
じ
て
、
「
改
進
党
と
狐
は
土
佐
に
棲
ま
ず
」
と
い
う
裡
諺
を
覆
し
、
郡
部
選
挙
区
よ
り
の
当
選
を
実
現
さ
せ
た
。
（弧）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
恥
９
・
認
・
虹・蛸
書
簡
を
参
照
。
（
〃
）
前
掲
「
尾
崎
行
雄
の
選
挙
ｌ
世
界
に
誇
れ
る
号
堂
選
挙
を
支
え
た
人々ｌ」七Ｗ頁。
（
翌
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
詳
簡
紹
介
」
七
○
頁
の
Ⅲ
別
書
簡
を
参
照
。
な
お
、
翻
刻
の
段
階
で
は
年
次
が
推
定
で
き
ず
空
欄
と
し
た
。
本
文
中
へ
記
し
た
理
山
に
よ
り
、
年
次
は
明
治
三
一
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。
（
鍋
）
原
因
は
、
今
も
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
五
百
旗
頭
鳶
は
、
『
大
隈
重
信
と
政
党
政
治
」
（
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
一
五
年
）
二
七
七
’
二
七
八
頁
に
て
、
そ
の
原
因
を
「
政
権
担
当
能
力
の
法
政
史
学
第
七
十
号
あ
る
政
党
を
尾
崎
は
長
年
追
求
し
て
き
た
が
、
野
党
時
代
が
長
引
く
に
つ
れ
憲
政
本
党
は
こ
う
し
た
資
質
を
失
い
、
そ
の
対
外
硬
論
に
至
っ
て
は
日
露
関
係
の
調
整
を
妨
げ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
好
意
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、
尾
崎
は
伊
藤
の
政
党
改
革
の
理
念
に
新
し
い
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
、
「
本
人
の
弁
明
も
ま
じ
えて推測」している。
（
釦
）
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
四
頁
。
恥
、
明
治
（
翌
年
９
Ⅱ
、
Ⅱ
拝
復
無
事
御
加
養
中
の
川
奉
賀
候
。
老
兄
新
政
党
え
加
盟
の
儀
は
過
日
武
市
氏
等
と
同
時
に
取
計
置
候
間
、
左
様
御
承
知
被
下
度
候
。
政
界
異
状
な
し
。
進
党
の
改
革
も
愈
々
無
望
に
相
成
候
由
に
て
、
首
藤
三
田
村
何
れ
も
失
望
し
て
帰
県
せ
り
。
松
島
氏
は
単
独
脱
党
に
取
極
候
由
。
白
井
氏
上
京
頻
に
老
兄
を
探
し
居
候
へ
共
、
御
宿
所
不
明
に
付
帰
県
致
候
。
第
五
区
の
同
志
者
は
多
分
暫
く
政
党
以
外
に
中
立
す
る
事
に
可
相
成
乎
と
存
候
。
小
生
は
寧
ろ
之
を
勧
め
置
候
。
小
生
一昨Ⅲ表書の地え転帰致候⑪
九
几
十
Ⅱ
行
雄
森
本
兄
十
五
日
の
発
会
式
に
は
可
成
御
臨
場
被
下
度
候
。
（
且
）
前
掲
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
五
囚
三
頁
。
（
翌
前
掲
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
六
四
頁
の
川
辺
書
簡
を参照。
六
八
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（
側
）
尾
崎
自
身
も
前
掲
「
尾
崎
行
雄
全
集
第
十
巻
」
三
六
○
頁
に
て
、
「・…：私が幾んど落選しかけた事は、一度あったが、それ
は
私
が
多
年
養
成
し
た
同
志
を
棄
て
、
政
友
会
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る。」と述べている。
（
仏
）
尾
崎
が
得
た
票
の
う
ち
、
志
摩
郡
は
約
一
六
％
、
度
会
郡
は
約
五
四
％
を
、
そ
れ
ぞ
れ
占
め
て
い
る
。
合
計
で
は
約
七
○
％
と
な
る
。
（
妬
）
津
市
出
身
。
東
京
専
門
学
校
英
語
本
科
卒
業
を
経
て
、
津
巾
会
議
貝
・
伊
勢
銀
行
取
締
役
・
伊
勢
鉄
道
社
長
・
三
重
県
農
工
銀
行
監
森
役
な
ど
を
勤
め
る
。
こ
の
時
則
は
伊
勢
新
聞
社
長
。
第
九
～
第
一
二
回
総
選
挙
に
当
選
。
旧
四
区
で
の
大
石
の
後
継
者
選
定
は
確
か
に
難
航
し
て
い
た
が
、
旧
四
区
外
で
あ
る
松
本
を
後
継
へ
据
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
っ
た
。
実
際
に
、
松
本
は
準
備
不
足
と
も
合
わ
せ
て
、
第
八
回
総
選
挙
で
は
得票が伸びず落選し、郡部選挙区から津市選挙区へ移って
当
選
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
後
継
者
選
定
は
無
意
味
で
あ
り
、
大
石
の
真
意
は
不
明
な
が
ら
、
尾
崎
へ
旧
川
区
の
地
盤
を
返
す
と
い
う
配
慮
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
妬
）
森
本
に
六
Ⅸ
の
地
盤
を
提
供
し
た
の
は
、
元
進
歩
派
で
Ⅲ
知
の
関
係
に
あ
る
森
川
六
右
衛
門
で
あ
っ
た
。
森
本
へ
の
同
情
と
も
受
け
止
め
ら
れ
る
が
、
森
川
に
は
同
じ
旧
六
区
か
ら
吏
党
系
と
し
て
当
選
し
て
い
る
八
尾
信
夫
を
追
い
落
と
す
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
両
者
の
思
惑
が
一
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
森
川
は
、
選
挙
後
の
明治三八年一○月に死去した。
な
お
、
季
武
義
也
「
選
挙
違
反
の
歴
史
Ｉ
ウ
ラ
か
ら
み
た
日
本
の
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
一
○
○
年
ｌ
」
（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
九
年
）
で
は
、
九
七
～
九
九
頁
で
旧
六
区
の
選
挙
買
収
事
件
を
描
い
て
い
る
が
、
九
七
頁
に
登
場
す
る
第
八
回
総
選
挙
で
八
尾
信
夫
の
前
へ
現
れ
た
「
有
力
な
ラ
イ
バ
ル
」
と
は
森
本
確
也
の
こ
と
で
あ
る
。
（灯）ホテル宇仁館経常者・伊勢朗報社長・志勢共同魚商会社
長
。
第
七
Ⅲ
総
選
挙
に
お
い
て
は
、
山
川
は
浜
川
の
参
謀
格
で
あ
り
、
公
川
会
の
票
を
浜
川
に
流
す
な
ど
の
工
作
を
行
っ
た
（
詳
細
は
前
掲
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
１
）
」
七
六
頁
を
参
照
）
。
し
か
し
、
西
川
と
浜
川
の
間
に
は
早
く
も
亀
裂
が
生
じ
た
よ
う
で
あ
り
、
第
八
Ｍ
総
選
挙
で
の
内
田
は
浜
田
を
支
援
し
な
か
っ
た
。
以
後
の
西
田
・
浜
田
間
は
、
妥
協
の
時
期
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宇
治
山
田
政
界
を
二
分
す
る
よ
う
な
抗
争
を
繰
り
広
げ
る
に
至る。
（
蛆
）
北
牟
婁
郡
引
本
町
出
身
。
引
本
町
会
議
員
・
県
会
議
員
・
紀
北
商
業
銀
行
頭
取
・
三
重
県
農
工
銀
行
監
査
役
を
勤
め
る
。
第
八
・
九
回
総
選
挙
に
財
産
家
の
名
望
を
駆
使
し
て
当
選
。
旧
五
区
内
の
北
牟
婁
郡
出
身
で
あ
る
た
め
、
尾
崎
の
北
牟
興
郡
で
の
得
票
率
が
減
少
し
た
［
グ
ラ
フ
］
。
た
だ
し
、
速
水
は
川
治
三
七
年
一
○
几
に
死
去
し
た
た
め
、
以
後
に
お
け
る
尾
崎
の
選
挙
に
は
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
。
（伯）朝明郡中野村出身。三重紡績会社社長・一一一重県勧業会会
頭
・
三
重
県
農
工
銀
行
頭
取
を
勤
め
る
。
朝
明
郡
会
議
員
・
県
会
議
員
・
同
常
置
委
員
を
経
て
、
第
一
・
二
ｕ
総
選
挙
に
三
重
県
第
一
一
一
区
か
ら
当
選
。
第
三
・
四
回
総
選
挙
で
は
木
村
誓
太
郎
に
敗
れ
、
明
治
三
○
年
四
月
か
ら
一
一
一
七
年
九
月
ま
で
貴
族
院
議
員
（
多
額
納
税
）
と
六
九
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な
る
。
栗
原
と
並
ぶ
三
重
県
自
由
党
の
古
豪
で
あ
り
、
こ
の
時
期
で
は
貴
族
院
議
員
な
が
ら
、
強
い
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
尾
崎
に
票
を
与
え
た
理
由
を
想
像
す
れ
ば
、
政
友
会
で
肩
を
並
べ
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
ま
た
脱
党
後
も
準
政
友
会
の
位
置
に
あ
る
尾
崎
に
対
し
、
旧
三
区
付
近
で
立
脚
す
る
森
茂
生
・
辻
寛
が
非
政
友
系
だ
っ
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
天
春
は
同
年
九
月
に
貴
族
院
多
額
納
税
議
員
の
地
位
を
宿
敵
と
も
言
え
る
木
村
誓
太
郎
に
明
け
渡
す
が
、
後
年
の
第
一
三
・
一
円
Ⅱ
総
選
挙
で
当
選
し
衆
議
院
議
員
へ
の
復
活
を
果たす。
（
卯
）
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
「
皿
天
春
文
衛
宛
書
簡
」
皿
１
１
明
治
師
年
１
月
別
日
付
天
春
文
衛
宛
尾
崎
行
雄
書
簡拝
啓
小
生
事
来
る
一
一
一
十
日
三
十
一
日
の
休
暇
に
際
し
貴
郡
中
の
四
郷
、
県
、
三
重
の
各
村
に
て
演
説
会
を
開
く
見
込
に
て
目
下
交
渉
中
に
有
之
候
間
、
右
不
惑
御
承
知
被
下
度
候
。
老
台
も
立
た
ず
平
川
氏
も
出
ざ
る
時
は
貴
郡
内
の
投
票
は
如
何
可
机
成
乎
「
御
差
支
な
き
限
り
小
生
へ
も
御
分
配
被
下
度
希
望
の
至
に
御
座
候
。
草
々
不
尽
一
月
汁
三
日
行
雄
天
春
様
（
Ⅲ
）
栗
原
に
と
っ
て
、
度
会
郡
の
得
票
は
公
同
会
に
よ
る
集
票
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
第
七
～
九
回
総
選
挙
で
の
度
会
郡
の
投
票
率
は
、
栗
原
が
第
七
凹
約
一
八
％
・
第
八
回
約
一
八
％
・
第
九
回
約
一
○
％
法
政
史
学
第
七
十
号
で
あ
り
、
第
九
回
総
選
挙
で
急
激
に
低
く
な
る
様
相
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
、
浜
田
に
よ
る
公
同
会
の
取
り
込
み
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
逆
に
浜
田
は
、
第
七
回
約
一
一
四
％
・
第
八
同
約
一
○
％
・
第
九
回
約
三
六
％
で
あ
り
、
第
七
・
八
回
総
選
挙
の
増
減
は
西
田
の
影
響
、
そ
し
て
飛
躍
し
た
第
九
同
総
選
挙
は
公
同
会
票
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
（団）前掲「尾崎等堂全集第十一巻」四五二頁。
（
聖
拙
稿
「
森
本
確
也
宛
尾
崎
行
雄
書
簡
紹
介
」
五
八
頁
と
、
六
一
頁
の
肋
２
書
簡
を
参
照
。
森
本
は
浜
田
支
援
に
廻
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
尾
崎
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
支
援
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
別
）
行
正
は
、
宇
治
山
田
町
の
草
創
期
政
治
結
社
と
調
整
し
つ
つ
、
実
際
に
地
盤
を
固
め
た
の
が
度
会
郡
二
部
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
尾
崎
の
地
盤
は
、
好
友
会
没
落
後
は
宇
治
山
田
か
ら
度
会
二
部
へ
推
移
し
、
そ
れ
が
Ⅲ
一
方
堂
会
の
基
盤
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
行
正
は
第
一
回
総
選
挙
で
尾
崎
を
三
重
第
五
区
に
導
い
た
だ
け
で
な
く
、
度
会
郡
二
部
と
い
う
最
高
の
地
盤
を
尾
崎
に
提
供
し
た
と
言
え
る
。
実
際
に
、
行
正
没
後
に
お
い
て
、
尾
崎
は
度
会
二
部
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
た
め
か
、
長
男
の
彦
麿
を
行
正
旧
宅
（
現
在
の
伊
勢
市
尾
崎
等
堂
記
念
館
）
に
配
置
し
て
い
る
。
（
弱
）
宇
治
山
田
町
に
市
制
が
布
か
れ
、
明
治
三
九
年
九
月
一
日
よ
り
宇
治
山
田
市
と
な
る
。
七
○
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［
付
記
］
本
稿
は
、
前
号
・
前
々
号
に
続
き
、
平
成
一
五
年
度
日
本
史
演
習
Ⅵ
（
学
部
近
代
史
三
年
ゼ
ミ
）
に
お
け
る
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ゼ
ミ
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
好
友
会
の
こ
と
を
、
ゼ
ミ
生
有
志
と
著
者
で
小
さ
な
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
探
求
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
前
号
の
「
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
’
第
七
Ｍ
総
選
挙
の
諸
相
ｌ
」
で
結
実
し
た
も
の
の
、
肝
心
な
好
友
会
の
全
貌
解
明
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
年
月
を
総
て
し
ま
っ
た
が
、
皆
で
集
め
た
資
史
料
を
埋
も
れ
さ
す
こ
と
が
惜しく、不完全ながらも著者が代表して纏めたのが本稿
で
あ
る
。
特
に
、
好
友
会
の
発
足
と
解
散
の
過
程
は
杉
本
悟
洋
氏
か
ら
、
第
二
・
三
回
総
選
挙
に
関
す
る
内
容
は
井
坂
真
澄
氏
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
有
益
な
多
く
の
教
示
を
得
た
。
杉
本
氏
・
井
坂
氏
は
実
質
的
な
第
二
著
者
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
明
治
期
に
お
け
る
尾
崎
行
雄
の
選
挙
（
二
）
（
渡
辺
）
七
一
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